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ISIS Signature 

いったい言語で表すことが出来ないものをどのように表現すれば良い

のでしょうか。

今まであった設計すべてを遥かに超えて、アヴァロンのアイシス・シグ

ネチャーは、フルレンジに於いて高エネルギーで音をピンポイントに伝

えることが可能なので、音楽的に意味深い表現の高みへと、聴き手を

いざないます。

当初、アイシスは評論家諸氏より「革命的なスピーカー」と認識され、

絶賛されました。アイシスの伝統的な形状を維持した上で、アイシス・シ

グネチャーはアヴァロン独自に開発設計しています。エンクロージュア

は、静寂、不活性、複合システム（SIC)を応用して再設計されました。

それによってアヴァロンは、どのような素材であっても単一素材で構成

した場合に発生する「固有モード」が引き起こす音質的な劣化を排除

することが出来ました。

すべてのドライバーはネオジムマグネットで駆動されます。

クロスオーパー回路には、高純度の金属をアヴァロンの処方で合金に

した特注導体を採用しており、一部のバーツにもこの特別な導体を使

用しています。

このクロスオーバー回路は、大電流を扱うことが出来、各ドライパーを

クロスオーパーさせてフラットな周波数特性を得ながら、同時に、位

相がびたりと合っている「全正位相大電流クロスオーパーネットワーク」

です。インピーダンスは低域に於いてもフラットで、システム共振はなく、

アンプに負担をかけることなく駆動出来ます。

※アヴァロンでは独自の導体を使用しています。超高純度の無酸素銅、銀、金、プラチナの素

材を私の処方に合わせてアヴァロンのために特別に作られたものです。内部クロスオーバー
バーツの一部も、この特別な果材があてがわれています。

「全位相ネットワーク」とは、各ドライバーの信号が減哀され、値々の曲線形状で混合されて

フラットな周波数応答を作成する場合、それらの信号が完全に同相のまま、位相がびったり

合っている状態であることを意味します。これは、トランスデューサー出力する位相全体に当

てはまることですが、ノイズフロアに至るまでのドライバー間の正確な位相関係についても当

てはまることで、それは、通常、 0レペルの出力信号から•70dBです。
ニール・バテル（アヴァロン責任者）

その結果、スモールモニターのように振る舞う大型ダイナミックシステ

ムとなり、非常に微細なディテールを含む空間と時間軸をも、爆発的

な音圧と同時に高コントラストで再現する能力が与えられました。ノイ

ズフロアはどこまでも低く、過渡特性は非常に速く、今までのどのスピ

ーカーよりも通過するエネルギーの蓄積貯蔵が少なくなりました。

音楽の音域は広範囲です。音階は数オクタープに渡って自由に行き来

します。広範囲な音域で、音（音像）が痩せたり太ったりしてはなりませ

ん。エネルギーパランスは周波数特性と同等ではなく、エネルギーバラ

ンスを構成する要素には、ドライバーの振動板の面積とその形状、バッ

フルの大きさと形状が関連します。音楽には本質的なエネルギーパラ

ンスがあり、スピーカーがそのエネルギーパランスを正しく変換（トラ

ンスダクション）しなければなりません。正しく変換されるほど、どの

音域でもエネルギーバランスが整い、等身大の音像を表現することに

なります。※

※エネルギーパランスは周波数応答と同等ではありません。エネルギーバランスは、周波数
と組み合わされたダイアフラムの放射面積に関連しています。

頂要な要因変数には、パッフルサイズとその形状も含まれ、エネルギーを生成するダイアフ

ラムの形状に細心の注意を払っています。たとえば、各ダイアフラム自体がストレートとか、
放物線状とか、双曲線とか、ですか？ 私たちは、スビーカーで変換されたエネルギーのどの

ように、そしてどれだけが私たちの世界に入るのかについて、が謙顛です。

音楽には本質的なエネルギーバランスがあり、それは変換（トランスダクション）を通して雑
持されなければなりません。

これ（トランスダクション）が正しく行われたときに聞こえる音響効果は、ダイナミックなリア
リズムの感覚であり、誇張のない自然さです。スピーカーでのこの良い例は、 B&Wノーチラ

スです。

設計者がこれを具体的に考慮したかどうかは分かりませんが、ドライパーのサイズと形状、
およびそれぞれの応答は、スピーカーの帯域幅全体で同等のエネルギーの感覚を示します。

極めてノイズフロアが低い漆黒の闇のような静寂さを背景にして、音楽

そのものの演奏が出現することで、リスナーは音楽で包まれます。三

次元の立体的でダイナミックな表現により、リスナーの眼前に演奏家

を招き入れるかのような体験となるのです。

シグネチャーは、アヴァロンが全責任を負うという印です。アヴァロン

がスビーカーに実現した条項は確実、真実であり、アヴァロンの意向

を忠実に象徴した、ということです。すべてのシグネチャーはアヴァロ

ンの設計者、ニール・バテルによる音楽への忠実度に対する公約であ

り、責任なのです。このコンセプトは軽く捉えてはならないもので、忠

実度とは真実の保存に対する忠誠の誓いと考えています。デザイナー：

設計者の個性を残さないようにして、固有の音の癖を残さず、純粋に

音楽をそのままに物語るスピーカーに、シグネチャーの名称を冠します。

デリケートなニュアンスで表現される音楽は、アーティストの意向と人

間性を失わないように、信ずべき確実な翻訳を必要とします。シグネチ

ャーを冠した作品（スピーカー）はそれ自身がユニークな芸術作品とし

て設計されたのです。聴き手自身がより深く音楽を聴くことを探求する

“入り口“になればと思い、情熱を傾けて、ニール・バテルはアイシス・シ

グネチャーを製作しました。

特徴

●最新設計の軽豆ドライバーダイアフラムを装備して、エネルギーの蓄積
を最小限に抑えました。それによって、時間軸領域の歪みも低く抑えるこ
とが出来、時間軸位相の整合がより整いました。

●アヴァロン独自設計の第二世代ネオジムマグネット磁気回路構造は、
ダイナミックレンジをさらに拡張。
※このタイプの現代のネオジムの磁気は経年で磁力を失うことはありません。特に
磁気構造物に供給される信号の帯域幅が、設計によって帯域範囲が制限されてい
る場合は、時間の経過とともにもとの磁力が減ることはありませんし、また、通常
の条件下ではオーパーヒートすることはありません。

●スムーズで広い音の拡がり（ポーラーレスポンス）によって、最上級のイメ
ージジングの表現能力を備えました。

●アヴァロン開発のSIC(Silent Inert Composite) 複合素材とその構成
技術によリエンクロージュアを完成させました。

●ネットワーク回路は音質やイメージングを損なう簡易なプリント基板を一切
使用せず、確実な信号伝送が出来る導線で立体的に組み上げています。

●広帯域のクロスオーパー回路は精度の高いドライパー間のアラインメン

トのために新設計しました。

●電磁波の侵入による悪影響を防ぐために、慎重にクロスオーパーを設計、
配置しました。

●独自設計のマグネティック技術により、エネルギーを細大漏らさず通過させ
る（スピーカー内にため込ませない）と同時に、ノイズフロアのレベルもさら
に低下させています。

●独自のダンピングモードにより、キャピネットの共振を抑えています。

●音響学的に設計されたスピーカーグリル（ネット）は、エッジ部での拡散効果

を抑えます。

●キャピネットのデザインは（音の拡がりを阻古させることがないように）形
状を最適化させ、極めてスムーズな音の放射を行います。

Specifications 

ドライバー： 2.5cm ダイアモンド・トウイーター
18cm セラミック・ミッドレンジ
33cm ノーメックス、ケプラー桑材サンドイッチ構造

によるウーファーを2本搭戟
能率： 90dB 
インピーダンス： 40 （公称）
周波数特性： 20Hz~lOOkHz 
推奨バワー： 50~500W 
ターミナル パインディングポスト
サイズ： 37cm (W) x 152cm (H) x 43cm(D) 
田塁： 80kg(1 台）
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